
千葉県議会議員千葉県議会議員
〈我孫子市選出・無所属・3期目〉

水野ゆうきが 3期目も継続して取り組む 10 の政策

3 月 31日告示の千葉県議会議員選挙においては、無投票での当選となりました。

これまで激戦区として全国的に注目されていた我孫子市選挙区ですが、 我孫子市民の皆様

のご支持を得て、 県議選１回目は異例の完全無所属での当選、 ２回目は我孫子市選挙区史

上最多得票での当選をさせていただき、 今回も県議会で働かせていただく機会を得ること

ができました。 これまで同様、 政党の公認 ・ 推薦は受けずに活動してまいります。 引き続き

３期目も政党政治の対立をまちづくりに持ち込まず、 市民 ・ 県民を第一に考える政治を貫く

『ブレないゆうき』に『あなたの勇気』を！

●市町村と備蓄品の情報共有を図ることで、 有事の際に的確な支援

を実施

●防災拠点となる県有建物の耐震化推進

●市町村と連携した防災アプリ等の開発によって個々のニーズを地域

で支える仕組みの構築

●医療機関において災害発生時から長期間にわたり都市ガスが使用

できない場合に備え、 燃料 （重油） の備蓄推進

 2　防災先進県を目指し、

　　 防災 ・ 減災対策に取り組みます。

 3　多様化する学校現場の課題解決と

　　 子どもの学ぶ権利を保障します。

 4　手賀沼に繁茂する外来水生植物に対し、

　　 行政 ・ 市民団体 ・ 住民と連携しながら

　　 適切な措置を行い、

　　 美しい手賀沼を取り戻していきます。

 6　交通安全対策と歩道バリアフリー化を

　　 推進しています。

 7　多様なスポーツ環境を整備し、

　　 我孫子市 ・ 千葉県出身のアスリートを

　　 応援する体制構築に取り組みます。

 8　切れ目ない子育て支援体制を整備します。

 9　児童虐待防止対策と

　　 里親等による家庭的養護を推進しています。

10　政務活動費の全面公開と議員定数の削減

　　 ・見直しを継続して働きかけていきます。

 1　すべての人をサポートする、

　　 きめ細かい福祉政策を推進します。

●教職員の多忙化及び代替教員不足の解消

●部活動の地域移行 ： すべての子どもたちが自分の希望する運動 ・

文化芸術活動を行う権利を保障するため、 受け皿となる団体等へ

の支援

●県立学校における生理用品の無償配布

●県立学校のトイレの洋式化改修の前倒し

 3　多様化する学校現場の課題解決と

　　 子どもの学ぶ権利を保障します。

 4　手賀沼に繁茂する外来水生植物に対し、

　　 行政 ・ 市民団体 ・ 住民と連携しながら

　　 適切な措置を行い、

　　 美しい手賀沼を取り戻していきます。

●通学路の安全確保

　 （我孫子市の危険箇所８９箇所中８７箇所対応済）

●安全な自転車通行空間の整備

 6　交通安全対策と歩道バリアフリー化を

　　 推進しています。

 7　多様なスポーツ環境を整備し、

　　 我孫子市 ・ 千葉県出身のアスリートを

　　 応援する体制構築に取り組みます。

●保育士の給与改善や保育所整備に対する県単独補助の継続実施

●加配措置による保育士の負担軽減を図り、 保育施設における事故

ゼロへ

●ひとり親家庭への財政支援のみならず就労支援の強化

 8　切れ目ない子育て支援体制を整備します。

●新設の児童相談所が開設されるまでの間、 現状の児童相談所に

て対応できるよう、 専門職の人材確保 ・定着に努めるのみならず、

虐待事案が発生しない施策に取り組みます。

●里親制度の推進を一層図ります。

 9　児童虐待防止対策と

　　 里親等による家庭的養護を推進しています。

自民党等の反対により、 政務活動費の全面公開が実現できていませ

ん。 メディア等で千葉県議会の質が問われている中、 議員定数を削

減するどころか増やすことに （９４名⇨９５名へ）。 県民不在の一部の

大政党の意見だけが反映される議会ではなく、 二元代表制のもと、

多様な意見が反映される議会を目指し、 選挙区・定数の見直しを継

続的に働きかけていきます。

10　政務活動費の全面公開と議員定数の削減

　　 ・見直しを継続して働きかけていきます。

●全国平均を下回る千葉県の在宅医療資源の確保に向け、 在宅療養

を希望する患者を日常的に支える医療体制の整備及び在宅医療を

担う医師 ・ 歯科医師 ・ 薬剤師 ・ 訪問看護師等の確保と質の向上

●新興感染症の流行などによる救急搬送の急増においても対応でき

る臨機応変な医療整備計画

●医師 ・ 看護師等の医療従事者を確保するための修学資金貸付制度

の改善

●福祉 ・ 介護人材の確保 ・定着に向けた処遇改善や負担軽減

●特別支援学校や関係機関、 企業等と連携した障害のある人の就労

支援

 1　すべての人をサポートする、

　　 きめ細かい福祉政策を推進します。

 2　防災先進県を目指し、

　　 防災 ・ 減災対策に取り組みます。

 5　次世代を担う若い世代とともに

　　 まちづくりに参画しながら、ＤＸの推進など

　　 新たな視点を地域に活かします。

 5　次世代を担う若い世代とともに

　　 まちづくりに参画しながら、ＤＸの推進など

　　 新たな視点を地域に活かします。

「やる気！」「元気！」「ゆう気！」我孫子市、千葉県の為に全力投球！ 討議資料



手賀沼の環境保全
◉熊谷俊人知事の手賀沼現場視察を実現

●手賀沼に繁茂する外来水生植物対策として、 令和 5 年度当初予算で

例年より倍近い 2 億 1,673 万余円計上

●市民団体による外来水生植物防除事業補助の創設

●水野ゆうきが提唱していた自然環境が有する機能を活かす 『グリーン

インフラ』 が第 8 期湖沼水質保全計画に追加

●手賀沼河川アダプトプログラムを活用し 「水野ゆうきと環境を守る会」

を設立し、 定期的な清掃活動を実施

質と平等を保障する教育
●全ての県立学校において、 安全かつ快適な通信環境の整備

●機器を所有しない生徒用にタブレット端末とモバイルルーターをそれぞ

れ1 万 1,100 台整備

● ＩＣＴ機器を活用した授業の展開に向けた全県立高校にプロジェク

ター整備

●令和 5 年度スクールサポートスタッフの大幅増員 （小中学校 341 人、

特別支援学校 33 人）

子育て支援策と家庭的養護の推進
● ３人目以降の子どもの小中学校などでの給食費無償化継続（県独自）

●国の基準を上回る保育士の配置や保育補助者及び給食の配膳 ・ 清

掃などを行う支援員の雇用に要する費用を助成

●里親制度の積極的な広報を提言し、 里親登録者数は平成 28 年度の

469 組から令和 2 年度は 585 組と 116 組増、 里親等委託率は

24.6% から 30.6% と 6.0 ポイント増

公共交通空間のバリアフリー化
●鉄道駅のバリアフリー設備整備への助成を実現

　 ➡我孫子駅エレベーター及び天王台駅ホームドア

●視覚障がい者等の要望を踏まえ、 我孫子市内における点字ブロック

の敷設

●天子山地下道改良工事によるバリアフリー化

命を守る交通安全対策
●我孫子駅北口マンション前の歩車分離式による交通安全対策として、

スクランブル化と歩行者信号機の時間延長の実現

●白線が消えかかっている箇所の補修予算の増額

我孫子市立第三小、第四小学校前、白山中学校前、久寺家一丁目横断歩道、
我孫子北近隣センター並木本館前、青山台３丁目、柴崎台3丁目、
あびこショッピングプラザ前など

地域防災力の向上と市町村との連携強化
●複数の県リエゾン職員 （災害対策現地情報連絡員） をあらかじめ市町

村ごとに指定するとともに、 事前に市町村を訪問することで災害時

の体制や役割について県 ・ 市町村間で相互確認する仕組みを構築

●新興感染症の感染対策を盛り込んだ各種防災・ 避難訓練等の実施

●県道船橋我孫子線の我孫子市栄地先における道路冠水対策として

令和 5 年度に工事着工

●手賀沼湖岸堤防整備の推進

　 ➡令和 5 年度中に工事完了・ 供用開始予定

保健医療体制の充実と高齢者福祉
●東葛北部保険医療圏において、 847 床の病床確保

●地域医療の充実に向け、 大学在学中医学部生に県内医療機関に一

定期間勤務することで返還免除の修学資金の貸付事業の実施

●女性医療従事者について、 出産 ・育児等と就労の両立に取り組む医

療機関の支援実施

●オンライン診療を新たに導入する千葉県内所在の医療機関に対し、

環境整備に係る初期経費を補助する支援事業の実施

●千葉県留学生受入プログラム （留学生の学費や居住費を受け入れる

介護施設を県が支援する制度） の継続

スマート県庁の実現
●若手職員の発想を活かす新たな職員提案制度の創設

●申請件数が多い約600の行政手続につい今後３年間でオンライン化

へ

●県内市町村に対しデジタルサービスの導入等に係る専門的 ・ 技術的

支援実施へ
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手賀沼湖岸堤防の整備状況を視察

熊谷知事の手賀沼視察

1983 年（昭和 58 年）我孫子市生まれ、育ち、在住。 我孫子市立第四小学校、米国現地校、インター

ナショナルスクール、 私立茗溪学園中学校 ・ 高等学校、 津田塾大学学芸学部国際関係学科卒業。

民間企業で役員秘書として約３年勤め、 民放テレビ局報道局で生の報道現場を経験 （BS フジ

「PRIMENEWS」担当）。 2011年我孫子市議会議員選挙当選（当時最年少）。 2015年、2019 年、

2023 年 千葉県議会議員選挙に完全無所属で 3 期連続当選。

https://mizunoyuuki.com/
ブログホームページ

https://ameblo.jp/yuukimizuno/
水野ゆうき事務所 ：

〒270-1154 我孫子市白山 1－7－2 ＴＫビル102

電話 ： 04－7100-0068
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水野ゆうき  ２期８年間の活動実績
「県を動かす我孫子市に　」千葉県から我孫子市をバックアップし、我孫子市のために奔走します。！


